
教 員 公 募 情 報

１．講 座 等 名 大学院教育学研究科（高度教職実践専攻）

２．職名及び人員 教授または准教授（実務家教員） １名

＊年俸制適用職員

３．専 門 分 野 大学院 高度教職実践

４．資 格 教職について，特に優れた知識及び経験を有する者

大学院において，大学院生の研究指導または研究指導補助ができる者

５．年 齢 不問（ただし，本学大学教員の定年は６５歳である）

６．担当予定授業科目 大学院 学校教育の課題と教員（共同担当），これからの時代の学校教育の

あり方（共同担当），授業実践と学級づくり（共同担当），道徳教育の開発（共

同担当），教師に求められるリーダーシップと同僚性の今日的課題（共同担当），

学校経営と生徒指導の計画及び組織・運営（共同担当），事例研究Ⅰ～Ⅳ

７．採用予定年月日 平成２４年 ４ 月 １ 日

８．公 募 締 切 日 平成２３年１２月２２日（木）１７時必着

９．提 出 書 類 ①経歴書（北海道教育大学教員選考規則別記様式第４号） ３部

②研究業績書（同規則別記様式第５号） ３部

＊次に示す教育実践における研究業績等

・著書、全国的教育誌への論文・実践記録等の執筆

・研究会等の授業公開・研究発表、研究団体等の研究実績、受賞歴

・研究会・研修会の指導及び助言実績（教育講演会等の講師を含む）

＊学術論文は、審査制度が明確な学会誌等に掲載された論文（「レフェリ

ー付き論文」）とそれ以外（「大学の紀要等」）とに分類すること

③研究業績に記載した全ての著書、学術論文等（複写物可） 各３部

④主要業績５点について、それぞれ４００字程度の概要 各３部

⑤教育上の実績（同規則別記様式第６号） ３部



⑥管理運営に関わる貢献（同規則別記様式第７号） ３部

⑦社会的活動に関わる貢献（同規則別記様式第８号） ３部

⑧学校教育を中心とした教育への深い理解と関心

（同規則別記様式第９号） ３部

⑨主要担当予定科目の授業計画（同規則別記様式第１０号） 各３部

「授業実践と学級づくり」（２単位・１５回の共通科目講義）と「道徳教育の

開発」（２単位・１５回の授業開発コース専門科目講義）について授業科目

の概要を提出してください。

⑩応募者の連絡先 １部

（電話番号、携帯電話番号及び E-mailアドレス）様式任意

※ 上記様式は、(http://www.sap.hokkyodai.ac.jp/)からダウンロード可能

です。ダウンロードできない場合は、北海道教育大学事務局総務部人事課

人材開発グループ(E-mail s-jinzai@j.hokkyodai.ac.jp)へお問い合わせく

ださい。

上記のほか、独立行政法人科学技術振興機構の研究者人材データベース

(http://jrecin.jst.go.jp)からもダウンロードできます。

10．応募書類の提出先 （応募書類の提出先）

及び問い合わせ先 〒085-8580 北海道釧路市城山１丁目１５番５５号

北海道教育大学事務局釧路校室 総務・附属学校グループ気付

選考委員会委員長 宛

TEL 0154-44-3216 FAX 0154-44-3218

※応募書類は，一括して書留便とし，封筒に「教員公募（教職大学院）関

係書類在中」と朱書きすること（宅配便の場合は送り状に明記すること）。

（応募書類の入手先）

・北海道教育大学釧路校公式ホームページ

http://www.kus.hokkyodai.ac.jp/koubo/formats/koubo_formats.html

・独立行政法人科学技術振興機構の研究者人材データベース

http://jrecin.jst.go.jp

（公募内容に関する問い合わせ先）

北海道教育大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

教授 栢 野 彰 秀

TEL 0154-44-3326 E-mail kayano.akihide※k.hokkyodai.ac.jp

（※は半角@に直してください）



北海道教育大学事務局釧路校室総務・附属学校グループ

TEL 0154-44-3216 E-mail kus-somu@j.hokkyodai.ac.jp

（給与等に関する問い合わせ先）

北海道教育大学事務局総務部人事課人材開発グループ

TEL 011-778-0216 E-mail s-jinzai@j.hokkyodai.ac.jp

11．そ の 他 １）提出書類は「書留」とし、表に「教員公募（教職大学院）関係書類在中」

と朱書きしてください。研究者教員の場合と同一の書式になっています

ので、実務家教員として書きにくい場合はお問い合わせください。

２）選考結果については、教職大学院長から直接本人にご連絡いたします。

３）提出された著書，学術論文等は審査終了後返却いたします。

４）候補者については面接（釧路市を予定）を行います。その際の旅費等は

支給されませんので，あらかじめご了承願います。

また，採用候補者として選考された応募者については，別途，本学役員

による面接（札幌市を予定）を実施します。詳細については，後日ご連

絡いたします。

５）本学は，男女共同参画に配慮しており，女性の積極的な応募を期待しま

す。

６）北海道道東地域の小・中・高（特別支援を含む）等と連携をとり、これ

らの学校や教員とともに授業開発に関する実践的・実証的研究及び研究

指導が行えることが望ましい。教科指導に関する指導的役割を果たす行

政指導経験や教員に対する指導的役割を果たす管理職等の経験があるこ

とが望ましい。

７）教職大学院専任教員として求められる業務を担当します。

（担当する授業の他、学校課題俯瞰実習、自己課題解決・検証実習、リー

ダー力育成基礎実習Ⅰ・Ⅱ、学校課題解決・検証実習等の指導、マイオ

リジナルブック作成等の指導を行います。）

８）給与は年俸制で、教授４８０万円、准教授４２０万円となります。

９）英語を用いてのコミュニケーションができる応募者については，「９ 提

出書類」に示す書類のほか，語学力の参考として「語学力（英語）質問

事項」を提出してください。様式のダウンロードは提出書類と同様です。

10）必要に応じて，他のキャンパスの授業および学部の授業を担当すること

があります。

11）大学の運営状況の変化等により，主たる勤務地が変更になる場合があり

ます。

12）提出書類に含まれる個人情報については，選考及び採用以外の目的には

使用いたしません。

13) 釧路市或いはその近郊に居住いただくことになります。


